第34回高輝度電子源開発G（第八回日本加速器学会年会インフォーマルミーティング）

日程：2011年8月１日

時間：12:10〜13:00

会場：エポカルつくば会議室403

参加者：永井、中村、本田、山本、松葉、栗木、飯島、増元、細田

◯CERLへの電子銃の移設について

栗木：CERLの電子銃をどのように決定し、いつ頃東カウンターホールへ移設すべきか？

永井：JAEAの一号機を量子ビームプラットフォームから移動する費用を出すとすると、次年度の執行計画は2012年の１月頃に決めなければいけいない。その時期までには決めたい。
栗木：一号機と二号機のどちらをCERLに使用するかの選択も必要。それも同じ時期に考えるべきだ。現状では一号機を使用することになると考える。

◯各研究所、大学等の役割分担について、議論をおこなった。

山本：1号機、2号機、陰極試験装置が複数あるので、例えば2号機は500kV出なくても安定的にビーム出せるように進めるというのはどうか。

栗木：その役割は200kV銃が担うのでは？

永井：二号機のコンディショニングを行うときに、希ガスコンディショニングを検討しては？

本田：希ガスコンディショニングは今のところ検討していない。
永井：実際に電極やNEGを入れると必ずダストが入る。その影響がかなり深刻であり、その除去方法を模索しなければならない。希ガスコンディショニングはその有力候補だ。

飯島：ダストがなくなるのか？

永井：希ガスで電界放出（FE）が止まる。希ガスがダストを除去すると考えられている。FEだけでなく、コンディショニングの時間の短縮も見込める。ただし、Cornell、JLabではセラミック管に穴を開けている。我々の電源は定電流コンディショニングが出来るので、放電のエネルギーを1/100程度に減らせるので、リスクも小さくなると思う。
栗木：一号機がCERLにインストールされるとすると、二号機はいろいろ試すことができる。ガードリング構造もあるので、稀ガスコンディショニングを検討してはどうか。
◯ビーム試験について
永井：エミッタンス測定の準備はしているが、ビームを出した状態でのライフタイム試験を優先して行った方がよいと考えている。。

栗木：大電荷での試験はスケジュールには上がっている？

永井：電極やNEGを入れた状態で電圧の安定印可を実現してから、ビーム試験に行く予定。

◯移設の段取りについて

栗木：先ほどの話で移設の段取りの決定は2012年の1月頃だ。

永井：cERLに持っていくときに、コンポーネントを組み替える可能性は？銃本体と活性チャンバーなど。

飯島：整合性があるのか？

本田：リボルバー式でもパック形状等インターフェースは整合性がある。

栗木：現状ではあまり必要性は感じない。

◯カソード寿命について

飯島：活性化後のビーム寿命はどのくらい？

永井：測っていない。ビーム寿命で数百クーロンは、まだまだ難しい。

栗木：今の真空度では数十C程度は出るのではないか。

飯島：暗寿命はほぼ解決したと考えている。ビーム寿命のほうはまだ見えない。

永井：カソードについてはマルチアルカリについても動向を注視していては？。GaAsでタイムレスポンスが取れないようなら、寿命の長いマルチアルカリのを使うという考えだ。ERL2011ではレーザーを含めた議論になるかもしれない。
飯島：エミッタンスは？

永井：悪くなる。

◯レーザー開発について
栗木：2つのレーザー計画が進んでいる。産総研での開発は人員的・財源的には足りているのか？
中村：ここ数年は東大のKEK大学支援事業費と研究室費で手当してきた。今年は科研費（基盤C）だけなので、現状ではハイパワー（100~200 W）化は財政的に困難である。特に方針が変わらなければ、OPAを含めた波長変換も引き続き進めていく。実機対応ということで進めてきたが、cERLのシステムとも共通点はあるので、近く本田さんとも連携協力の可能性について打合せを行う予定でいる。
本田：KEKでは現在あるシステムとは別にcERL用レーザーシステムを新たに構築する必要がある。発振器と増幅器（アンプ）をこれまでとは違うものにするつもりでいる。
中村：発振器はコーネルでも使用しているが、大きな問題があるのか？
本田：モードロックが時々はずれる。理由はまだ不明。
栗木：アンプは製作ではなく、購入を考えている？
中村：アンプを製作するのであれば、半導体レーザー、電源とフォトニック結晶ファイバーの価格でほぼ済むのではないか。
本田：アンプを作るのであれば金銭的にはおさえられる。ただ、光学部品やプレアンプの購入をすることも必要。
中村：冷却系などの安定性の確保のための経費は別途必要になるかもしれない。
栗木：OPAは実機を見据えた開発、SHGはCERLでの事実上のベースラインだろう。
次回会合の日程は投票により決定する。

文責：栗木

